
介紹

「
薩
園
制
と
武
家
社
会
』

地
頭
の
「
対
桿
」
と
「
抑
留
」
　
　
安
田
　
元
久

平
氏
と
九
州
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
　
久
雄

延
暦
寺
衆
徒
と
佐
々
木
氏
一
鎌
倉
時
代

　
政
治
史
の
断
章
一
　
　
　
　
　
黒
田
　
俊
雄

鎌
倉
幕
府
の
鎮
西
統
治
に
対
す
る
抵
抗
と
挫
折

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
野
精
一
郎

若
狭
国
に
お
け
る
荘
園
制
の
形
成
　
網
野
　
善
彦

東
寺
領
若
狭
国
太
良
荘
の
均
等
名
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
澄
夫

荘
園
領
主
経
済
の
諸
段
階
　
　
　
　
佐
々
木
銀
弥

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
伊
予
国
の
地
頭
御
家

　
人
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
稔

薩
摩
国
伊
集
院
の
在
地
領
主
と
地
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
味
　
克
夫

九
州
諸
国
に
お
け
る
北
条
氏
所
領
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
　
進

九
州
荘
園
年
貢
の
輪
送
に
つ
い
て
　
新
城
　
常
三

永
仁
徳
政
と
越
訴
　
　
　
　

笠
松
宏
至

鎌
倉
末
期
周
防
国
衙
領
支
配
の
動
向
と
大
内
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
久
人

豊
前
国
宇
佐
宮
の
境
内
十
郷
　
　
　
中
野
　
幡
能

遠
江
・
駿
河
守
護
今
川
範
国
事
蹟
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
添
　
昭
二

茂
木
氏
給
人
帳
簿
　
　
　
　
　
　
　
永
原
　
慶
二

豊
臣
時
代
の
武
家
社
会
と
文
化
　
　
河
合
　
正
治

（『

･
令
国
家
と
静
聴
族
社
会
』
A
5
判
六
二
八
頁
・

『
荘
園
制
レ
」
武
家
社
ム
餌
』
A
5
判
｛
ハ
一
一
雛
貝
　
共

に
昭
和
四
照
年
六
月
　
吉
川
弘
文
館
刊
　
定
価
各

三
、
五
〇
〇
円
）
　
　
　
　
　
　
（
熱
田
　
公
）

M
・
ベ
ン
ジ
ン
ク
／
S
・
ホ

イ
ヤ
ー
共
著
　
瀬
原
義
生
訳

ド
ィ
ッ
農
民
戦
争

　
西
ド
イ
ツ
で
は
第
二
次
大
戦
後
宗
教
改
草
史
関

係
の
研
究
書
は
無
数
と
い
っ
て
よ
い
程
現
れ
て
い

る
が
、
農
民
戦
争
の
研
究
は
皆
無
に
近
い
。
そ
れ

に
対
し
て
東
ド
イ
ツ
で
は
農
民
戦
争
は
研
究
の
最

も
活
魚
な
分
野
の
一
つ
を
な
し
て
い
る
が
、
こ
の

対
照
は
菓
西
両
ド
イ
ツ
の
研
究
関
心
の
相
違
を
あ

ざ
や
か
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
マ
ル
ク
ス

主
義
を
基
本
と
す
る
東
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
界
で
は
、

宗
教
改
革
も
政
治
的
社
会
附
革
命
運
動
の
一
環
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
宗
教
改
革
そ
の

も
の
よ
り
も
農
民
戦
争
が
重
要
視
さ
れ
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
に
刊
行
さ

れ
た
本
書
の
原
書
は
、
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
そ
の

よ
う
な
農
民
戦
争
研
究
の
最
新
の
成
果
の
一
つ
で

あ
る
。

　
し
か
し
本
雷
は
い
わ
ゆ
る
研
究
書
で
縁
な
く
、

農
民
戦
争
の
経
過
を
詳
細
に
叙
述
し
た
概
説
書
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
わ
が
国
で
は
こ
の
種
の
書
物

は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
」
以
外
に

は
な
く
、
書
か
れ
て
以
後
一
世
紀
以
上
た
つ
そ
れ

は
、
唯
物
史
観
の
古
典
と
い
う
意
義
を
持
ち
つ
づ

け
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
事
実
関
係
で
は
そ
の

後
の
研
究
で
訂
正
さ
る
べ
き
箇
所
を
少
な
か
ら
ず

含
ん
で
い
る
の
で
、
最
獅
の
研
究
成
果
に
立
つ
本

書
の
翻
訳
は
、
農
民
戦
争
に
関
心
を
も
つ
者
に
と

っ
て
大
い
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
特
色
の

一
つ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立

場
か
ら
番
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
戦
後
東

ド
イ
ツ
や
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
歴
史
家
の
間
で
用
い
ら

れ
だ
し
た
「
初
期
市
民
革
命
」
と
い
う
概
念
で
農

民
戦
争
を
と
ら
え
、
ま
た
階
級
関
係
の
観
点
で
は
、

一
揆
軍
の
申
に
穏
健
派
と
急
進
派
が
存
在
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
す
べ
く
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

そ
の
新
し
い
傾
向
が
表
れ
て
い
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス

に
よ
っ
て
は
農
民
戦
争
は
「
最
初
の
市
民
革
命
」

と
さ
れ
、
ま
た
一
揆
軍
は
平
板
に
平
民
的
反
対
派

と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
基
本
的
に
は
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
見
解
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
の
修
正
を
意
味

し
て
い
る
。
本
書
の
特
色
の
第
二
は
、
軍
事
史
シ

リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

ら
、
農
斑
戦
争
の
軍
事
史
的
側
面
に
力
点
を
お
い
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臼

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
領
主
軍
や
一
揆
軍
の
編
成
、

装
備
、
戦
闘
法
、
兵
力
、
戦
況
な
ど
が
比
較
的
詳

し
く
書
か
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
の
特
色
に
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
な
か
で
も
「
初
期
市
民
革
命
偏
と
い
う
概

念
の
使
用
に
つ
い
て
は
抵
抗
を
覚
え
る
読
者
も
少

な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
概
説
欝
で
あ
る
本
書
の
性

格
か
ら
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
詳
し
い
論
証
が

な
い
の
は
致
し
方
が
な
い
と
し
て
も
、
訳
者
が
巻

末
に
付
し
て
い
る
学
説
史
的
解
説
を
読
ん
で
も
、

疑
問
は
郷
消
し
な
い
。
ま
た
一
揆
軍
の
敗
北
の
理

由
を
穏
健
派
指
導
者
の
裏
切
り
に
多
く
を
負
わ
せ

て
い
る
叙
述
も
、
平
板
に
過
ぎ
る
印
象
を
免
れ
な

い
。
訳
文
は
、
　
一
、
二
不
適
切
な
箇
所
も
見
出
さ

れ
は
す
る
が
、
全
体
と
し
て
よ
く
こ
な
さ
れ
、
読

み
や
す
い
。

　　

@　

@（
ｰ
鰹
融
九
国
糊
年
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
賢
二
郎
）

小
牧
実
繁
先
生
古
稀
記
念

事
業
委
員
会
編

　
人
文
地
理
学
の
諸
問
題

　
本
字
は
副
題
に
も
あ
る
通
り
、
昭
和
十
三
年
か

ら
七
年
余
り
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
地
理
学
教
室

の
主
任
教
授
を
務
め
ら
れ
、
戦
後
は
滋
賀
大
学
教

授
及
び
学
長
と
し
て
数
多
く
の
研
究
と
後
進
の
指

導
に
尽
さ
れ
た
小
牧
実
繁
博
士
の
古
稀
を
記
念
し

て
、
そ
の
門
下
生
に
よ
っ
て
執
筆
・
刊
行
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
収
録
さ
れ
た
論
文
は
四
十
の
多
き
に
の
ぼ
ろ
た

め
、
そ
の
一
々
に
つ
い
て
詳
し
い
内
容
を
紹
介
す

る
こ
と
は
田
来
な
い
が
、
分
野
別
に
執
筆
者
と
内

容
を
簡
単
に
概
観
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
地
理
学
史
・
方
法
論
で
は
、
村
上
次
男

氏
が
コ
ス
モ
グ
ラ
フ
ィ
ア
の
系
譜
と
そ
の
地
理
学

へ
の
結
実
に
つ
い
て
、
野
間
三
郎
氏
が
地
理
学
に

お
け
る
形
態
学
的
方
法
と
生
態
学
的
方
法
の
展
開

に
つ
い
て
、
別
按
篤
彦
氏
が
『
ジ
ャ
ワ
誌
』
の
著

者
ラ
ッ
フ
ル
ズ
が
ジ
ャ
ワ
副
総
督
時
代
に
行
っ
た

ジ
ャ
ワ
研
究
に
つ
い
て
、
室
賀
信
失
心
が
日
本
の

古
代
伝
承
中
の
神
々
の
遍
歴
記
事
に
見
ら
れ
る
地

理
的
記
載
に
つ
い
て
、
辻
田
右
左
男
氏
が
近
世
國

学
者
に
見
ら
れ
る
優
れ
た
地
理
学
的
識
見
と
地
理

思
想
に
つ
い
て
、
河
地
貫
一
氏
が
離
島
研
究
に
お

け
る
文
化
・
経
済
の
発
展
過
程
決
定
者
と
し
て
の

人
闘
社
会
の
重
要
性
の
認
識
に
つ
い
て
、
中
田
栄

一
氏
が
地
域
建
設
へ
の
地
理
学
の
理
想
方
法
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
し
た
論
文
が
あ
る
。

　
地
図
学
史
に
関
し
て
は
、
研
本
の
も
の
で
は
、

海
底
地
形
図
作
製
史
に
つ
い
て
の
川
上
喜
代
四
氏

の
論
文
が
あ
り
、
外
国
の
も
の
で
は
、
明
宋
清
初

の
耶
蘇
会
士
作
製
の
漢
文
世
界
地
図
の
う
ち
、

A
・
シ
ャ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
と
M
・
ブ
ノ
ワ
の

も
の
に
つ
い
て
の
海
野
一
隆
氏
の
、
マ
ル
チ
ン
・

ベ
ハ
イ
ム
の
地
球
儀
に
つ
い
て
の
織
田
武
雄
氏
の
、

一
六
八
七
年
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
に
つ
い
て
の
三
上

正
利
氏
の
論
文
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。

　
集
落
地
理
の
論
文
で
は
、
細
井
淳
一
氏
が
静
岡

市
近
郊
村
の
近
世
－
明
治
初
期
の
土
地
利
用
形
態

に
つ
い
て
、
堀
川
侃
氏
が
昭
和
四
十
二
年
の
名
古

屋
市
の
転
出
入
人
口
に
つ
い
て
、
村
松
繁
樹
氏
が

第
二
次
大
戦
後
の
礪
波
散
村
の
耕
地
整
理
等
を
中

心
と
し
た
近
代
化
に
つ
い
て
、
島
漁
夫
氏
が
西
欧

諸
圓
の
家
屋
に
つ
い
て
、
小
林
博
氏
が
滋
賀
県
に

お
け
る
京
都
の
影
響
圏
に
つ
い
て
、
西
村
睦
男
氏

が
ク
リ
ス
タ
ー
ラ
ー
的
エ
リ
ア
構
造
に
関
す
る
諸

批
判
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
し
て
い
る
。

　
経
済
地
理
の
論
文
で
は
、
岡
本
啓
志
氏
が
山
梨

県
の
リ
ン
ゴ
栽
培
と
発
展
と
現
況
に
つ
い
て
、
大

島
襲
二
氏
が
田
本
の
真
珠
嚢
殖
業
に
つ
い
て
、
土

井
仙
吉
氏
が
西
日
本
主
要
漁
港
の
勢
力
変
動
に
つ

い
て
、
藪
内
芳
彦
氏
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
漁
…
業
が

抱
え
て
い
る
共
通
の
開
題
に
つ
い
て
、
内
田
秀
雄

氏
が
金
沢
・
高
岡
・
長
浜
仏
壇
工
業
の
特
色
と
発
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